
 

 

平 成 2 9 年 1 2 月 1 5 日 

株式会社日本政策金融公庫 

    
新たに８名の農業経営上級アドバイザーが誕生 

～上級アドバイザーは総勢66名に～ 
 

    

○○○○第第第第７７７７回試験の合格者は回試験の合格者は回試験の合格者は回試験の合格者は８８８８名名名名        

日本政策金融公庫（略称：日本公庫）農林水産事業が実施する「農業経営上級アド農業経営上級アド農業経営上級アド農業経営上級アド

バイザーバイザーバイザーバイザー」（※）の第７回試験（12月６日実施、受験者数25名）の結果、新たに８名

の農業経営上級アドバイザーが誕生しました。 

合格者には、農業経営者の抱える高度な経営課題に対して適切なアドバイスや各地

域の農業経営アドバイザーへの助言指導を行う等の役割が期待されています。 

 

○○○○多様多様多様多様な業態で合格者な業態で合格者な業態で合格者な業態で合格者が誕生が誕生が誕生が誕生    

今回の試験における合格者の内訳は、税理士１名、金融機関職員２名、中小企業診

断士１名、その他２名、公庫職員２名の計８名となっています。第１回から第７回試

験までの通算で、農業経営上級アドバイザーは66名（税理士12名、金融機関職員22

名、普及指導員３名、中小企業診断士４名、その他８名、公庫職員17名）となりまし

た。 

なお、次回、第８回試験は平成30年７月に受験者の募集を予定しています。 

 

（（（（※※※※））））    農業経営農業経営農業経営農業経営上級アドバイザー上級アドバイザー上級アドバイザー上級アドバイザーとはとはとはとは    

「農業経営上級アドバイザー制度」は、農業経営アドバイザーの上級資格として

平成23年に日本公庫が創設。農業経営アドバイザーのうち、アドバイス活動に関す

る十分な経験を有し、難易度の高い経営課題に対して実践的なアドバイスが可能

な、活動歴が３年以上の者を受験対象としています。 

農業経営上級アドバイザーは、農業経営アドバイザーの模範として、その指導に

リーダーシップを発揮するとともに、６次産業化や新規就農、異業種からの農業参

入、ブランド化、海外展開、経営再建・事業再生等のより高度な経営課題に対して

適切にアドバイスできる専門家として、農業者等への経営支援が期待されていま

す。 

また、地域の農業経営アドバイザー間の連携において中核的な役割を担うととも

に、各種セミナーや研修会等の講師としても活動しています。 

ニュースリリース 



 

【経営再建支援】 

～家畜保健衛生所と

の連携事例～ 

アドバイザー属性：

銀行職員 

・ 畜産法人Ａ社は生産成績の低迷により資金繰りが悪化し、メインバン

クであるＢ銀行に相談。 

・ Ｂ銀行の農業経営上級アドバイザーＣは、家畜保健衛生所と連携して

農場を訪問し、Ａ社の生産課題と対応の優先順位を整理。その後も家

畜保健衛生所と連携しながら、Ａ社に対して繁殖牛の適正な更新や飼

養管理を徹底するよう指導を継続。 

・ その結果、Ａ社の経営改善策による経営改善計画の達成の目途がた

ち、Ｂ銀行はＡに繁殖牛の更新資金と資金繰り改善資金を融資。 

【経営の多角化支援】 

～観光業と連携した

体験型農場を提案～ 

アドバイザー属性：

普及指導員 

・ 農業法人Ａ社は水稲を中心に一部でミニトマトなどの野菜も生産。 

・ Ａ社の地域では温泉を観光資源として、近年は観光客が増加傾向にあ

り、観光客をもてなす新たな企画が切望されていた。 

・ 普及指導員である農業経営上級アドバイザーＢは、地域の温泉旅館か

ら観光客向けの企画について相談を受け、温泉施設とＡ社が連携した

観光客向けの農業体験事業を企画。 

・ Ａ社は新たにイチゴの生産を開始。既存のミニトマトと組合せて周年

で収穫ができる体制を整え、観光客向け農業体験事業を具体化。 

【販路開拓支援】 

～販路拡大のための

スキルアップ勉強会

を実施～ 

アドバイザー属性：

信用金庫職員 

・ 信用金庫職員である農業経営上級アドバイザーＡは、商談会や個別マ

ッチングにより農業者の販路拡大を支援。 

・ しかし、販売に不慣れな農業者が多く、新規に販路を開拓しても取引

が継続しない事案が散見された。 

・ そこで、農業経営上級アドバイザーＡは、農業者の販売スキルを向上

させるため、商流の基礎、見積書の作成方法、栽培のブランディング

など、販売にかかる知識と理解を深めるための勉強会を実施。 

【法人化支援】 

～農業者の意識改革

から指導～ 

アドバイザー属性：

会計事務所職員 

・ 農業者Ａは父親の農業経営のもと農業に従事していたが、今般、父親

の経営からの独立を契機に農業生産法人の設立を検討。 

・ 農業者Ａは「良いものを作れば儲かる」との考えが強く、販売先の目

処や経営計画も作成せずに法人化を目指していた。 

・ 会計事務所職員である農業経営上級アドバイザーＢは、農業者Ａに法

人化の失敗事例を提示し、法人化の目的は「健全な企業経営を継続す

ること」との気づきを与えた。農業者Ａは農業経営上級アドバイザー

Ｂの支援のもと経営計画を作成し、円滑な法人の立上げに至った。 

【６次化支援】 

～適切な作物の転換

を指導～ 

アドバイザー属性：

ＪＡ職員 

・ 農業経営上級アドバイザーＡが勤めるＪＡ管内では、水稲専作地域の

耕地利用率向上と高付加価値経営モデルの育成が課題であった。 

・ そこで、農業経営上級アドバイザーＡは、各農業者が所有している水

田の水はけや水稲用機械の状況などを分析し、現状を把握。 

・ 農業者の状況に応じて小麦の導入を指導するとともに、小麦の製粉や

パスタやパンなどの加工品の製造を促進し、６次化と地産地消につな

がる活動を支援。 

別別別別    紙紙紙紙    農業経営上級アドバイザーの活動事例農業経営上級アドバイザーの活動事例農業経営上級アドバイザーの活動事例農業経営上級アドバイザーの活動事例 


